
▲チームワークで次々に課題をクリア！

アイデアを出し合いプログラムを開発

WRO２０１９Japan秋田県中央地区予選会

　８月２日と４日の両日、仁賀保公民館でＷＲＯ２０

１９Ｊａｐａｎ秋田県中央地区予選会が開催されました。

２日に行われた小学生部門のテーマは、「乗客を目

的地まで運ぶ自立走行タクシー」。参加者は、仲間

と協力しながらロボットを製作し、コースに設けら

れた課題に挑みました。課題をクリアすると会場か

らは歓声が上り、盛り上がった予選会となりました。

▲７月３１日に行われた象潟会場の様子

みんなで一緒にコグニサイズ

認知症予防講演会

　７月２３日から８月８日にかけ、３回にわたり各

地域で認知症予防講演会が開催されました。認知症

予防活動に取り組むためのヒントを学ぶ機会として

行われた本講演会。各講演会ともに秋田大学大学院

から講師を招き、運動と認知課題を組み合わせた

「コグニサイズ」の実技を中心に講演を行い、参加

者たちは認知症予防の知識を深めました。

▲暮らしやすい地域づくりを目指し討論しました

みんなで考える高齢者等をささえあう地域づくり

にかほ市ささえあい創り隊第１層協議体ミニフォーラム

　７月３０日、金浦勤労青少年ホームを会場ににか

ほ市ささえあい創り隊第１層協議体ミニフォーラム

が開催されました。これは、高齢者等が住み慣れた

地域で生涯安心して過ごせる地域づくりを目指して

行われたもので、この日は、さまざまな立場の方か

ら互助や地域共生社会について、「高齢者の生活支

援」をキーワードに討論しました。

まちの話題
スマホをかざすと

写真が動く！
ＡＲＡＲ

広報紙をより楽しんでいただくため、ＡＲ（拡張現実）を導入しています。
対応写真には左の「にかほっぺんＡＲマーク」がついていて、ご利用いた
だくには、専用アプリ（無料）のインストールが必要です。
導入方法などは市のホームページをご覧ください。

まちの話題
Ｎｉｋａｈｏ　Topics

２２２３ 市民と行政の架け橋　広報 にかほＣity Ｐublic Ｒelations Ｍagazine

▲日程２日目、アート＆クラフトフェスティバルで記念撮影

海を越えて歴史・文化を学ぶ

アメリカ・ワシントン州アナコーテス市訪問

　８月１日から８日の日程で、中学生９人、引率３

人の訪問団が、アメリカ・ワシントン州の姉妹都市

アナコーテス市を訪問しました。ホームステイをし

ながら、アート＆クラフトフェスティバルへの参加

や、サン・ジュアン島ではハイキングや自然動物を

観察。アメリカの歴史・文化を直に感じながら多く

を学んだ訪問団員は、全員、無事に帰国しました。

▲親書を贈呈する山形県新庄市商工観光課長・荒澤さんとかむてんくん（写真：右）

俳句に込めた芭蕉の想いを継ぐ

第３６回奥の細道象潟全国俳句大会・奥の細道紀行３３０年記念セレモニー

　８月３日、象潟公民館で第３６回奥の細道象潟全

国俳句大会が行われ、当市から子どもの部で、象潟

中１年・須藤理子さんと仁賀保中２年・宮本静さん

の２人が、一般の部では岩城昭榮さんが見事、特選

を受賞しました。また、奥の細道紀行３３０年記念セ

レモニーでは、記念事業実行委員長・大垣市長から

の親書が贈呈され、俳聖の火が分火されました。

▲先生と一緒に進める秋田市から参加した桜小４年の保坂音寧さん

電気磁気の基礎を楽しく体験！

エレクトロニクス体験教室

　７月２５日から８月４日にかけ、ＴＤＫ歴史みら

い館主催のエレクトロニクス体験教室が開催され、

９日間で全国から２０８人が参加しました。この教室

は、ＴＤＫ技術部門ＯＢが先生となり、電気磁気の

基礎を楽しく分かりやすく学んでもらおうと開催し

ていて今年で１２年目。先生と一緒に“はんだごて”

などを体験しながらメロディー時計を作りました。

▲４，０００本のキャンドルが幻想的な空間を作り出す

砂浜を埋め尽くす無数の灯

第６回キャンドルコンサートｉｎ象潟

　８月４日、象潟海水浴場で象潟地区地域振興協議

会主催の第６回キャンドルコンサートｉｎ象潟が開

催されました。ジャングルキッズやフラダンス、超

神ネイガーショーなどで盛り上がる会場で午後６時

３０分、キャンドル点火。砂浜を埋め尽くす無数の

灯が作り出す幻想的な空間で、三船しのぶさんによ

るハンマーダルシマーの演奏が行われました。

▲親戚一同、本田副市長と記念撮影する半田ツヤさん（写真：中央）

１００歳長寿おめでとうございます

長寿祝状・祝金贈呈式

　８月６日、半田ツヤさん（小国・大正８年生ま

れ）が１００歳の誕生日を迎え、ホテルエクセルキク

スイで市より祝状と祝金が贈呈されました。

　歩行器を使いながらも普段から自分で歩き、質問

にも笑顔ではっきりと受け答えができるツヤさん。

この日は、妹さんから曾孫まで親戚一同が集まり、

ツヤさんの１００歳ご長寿を盛大に祝福しました。
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